
★ ひしぼし（菱星）、つとぼし 【星の和名
わ め い

のお話
  はなし

】 

      令和４年９月１5 日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 月は、毎日
まいにち

段々
だんだん

と見
み

かけの形
かたち

が変
か

わりますが、その理由
り ゆ う

は、

私
わたし

たちが、太陽
たいよう

との位置
い ち

関係
かんけい

によって変わる月の輝
かがや

いている

部分
ぶ ぶ ん

の形を、月の形として認識
にんしき

しているためです。よく見れば

三日月
み か づ き

などの光
ひか

っている部分
ぶ ぶ ん

が比較的
ひかくてき

少
すく

ない時
とき

には、輝いてい

ない暗
くら

い部分を肉眼
にくがん

でも見ることができ、明
あか

るい部分と暗い部

分を合
あ

わせれば、実際
じっさい

の月の形は、いつでも丸
まる

く変わりないこと

が分
わ

かります。明るい部分の形は、右図
う ず

のように、地球
ちきゅう

から見て、

月と太陽が同
おな

じ方向にあるときをスタートと考
かんが

えると、地球からは影
かげ

となった暗い部分しか見えない「新月
しんげつ

」

と呼
よ

ばれる状態から始
はじ

まり、月が毎日少
すこ

しずつ東
ひがし

へ移動するに従
したが

い、細長
ほそなが

い弧
こ

の形から「三日月」を経
へ

て、

「上弦
じょうげん

」と呼ばれる半月
はんげつ

になり、徐々
じょじょ

に明るい部分が増
ふ

えて、地球から見て太陽の反対側
はんたいがわ

に来ると、明るい

部分だけが見える「満月
まんげつ

」となります。その後
ご

は逆に少しずつ明るい部分が減
へ

っていき、「下弦
か げ ん

」と呼ばれる

半月を経て、暗い部分しか見えない「新月」へと戻
もど

るという一連
いちれん

の変化
へ ん か

をずっと繰
く

り返
かえ

します。この繰り返し

を「月の満ち欠け」といい、その度合
ど あ

いを新月からの日数
にっすう

で表
あらわ

したものが「月齢
げつれい

」です。基準
きじゅん

が新月である

ため、１日目
に ち め

である新月は月齢が０
ぜろ

となり、２日目の月は月齢１となります。なので、名前
な ま え

のために勘違
かんちが

いし

易
やす

いですが３日目の「三日月」の月齢は３ではなく２となります。（ただし、月齢は１ずつ増えるわけではな

いので、実際に日没後
にちぼつご

の午後６時頃
ころ

に見る三日月の月齢は 2. 25 ぐらいです。）「上弦」の頃の月齢は約
やく

７、

「満月」では約 15、「下弦」は約 22 で、「月の満ち欠け」は平均
へいきん

29.5 日で一巡
ひとめぐ

りします。 

 月は、見かけの形の変化に伴
ともな

い、見える時間帯
じかんたい

や方角
ほうがく

が変わります。例
たと

えば、上弦の月は、日
ひ

の入
い

り頃に

南
みなみ

の空に見え、真夜中
ま よ な か

頃に西
にし

に沈
しず

みます。また、満月は、日の入り頃に東から昇
のぼ

り、真夜中頃に南の空に見

え、日の出
で

の頃に西に沈みます。そして、下弦の月は真夜中頃、東から昇り、日の出の頃に南の空に見え、正午
しょうご

頃に西に沈みます。このような仕組
し く

みを意識
い し き

すると、身近
み ぢ か

な月の観察
かんさつ

をより楽
たの

しむことができますよ。 

 
   

 「わし座
ざ

」の北東
ほくとう

の「いるか座」は、頭
あたま

の部分の４つの４等
とう

星
せい

が菱形
ひしがた

に並
なら

んで

います。夏
なつ

から秋
あき

にかけてよく目立
め だ

つので、中部
ちゅうぶ

から西日本
に ほ ん

の各地
か く ち

で「ひしぼし

（菱星）」や「へしぼし」、「ひしがたぼし」などの和名が伝
つた

わっています。また、

愛知県
あいちけん

の知
ち

多地方
た ち ほ う

や静岡
しずおか

県の各地では、この菱形を納豆
なっとう

を入れる“藁
わら

づと”（藁を

束
たば

ねた包み：イラスト）に見立
み た

てて、「つと星」と呼んでいたそうです。 
 
 
 
 

 ９月中 旬
ちゅうじゅん

、真夜中の東の空に赤
あか

く輝く火星
か せ い

が見えています。火星の右側
みぎがわ

には「おうし座」の１等星アルデバランがあり、赤い２つの星が並んでいる

のが、目を引
ひ

きます。16 日から 17 日へと日付
ひ づ け

が変わる真夜中頃にかけて、

下弦前
かげんまえ

の月が火星とアルデバランに接近
せっきん

します。 

また、27 日に木星
もくせい

が太陽から見て地球と同じ方向になる「衝
しょう

」を迎
むか

えま

す。衝の頃の天体
てんたい

は地球との距離
き ょ り

が近いので、一晩
ひとばん

中
じゅう

大
おお

きく明るく見えま

す。見
み

頃
ごろ

となった木星をぜひ観察してみましょう。 
 

☆ ９月のプラネタリウムの内容につきましては、別刷りの「投影案内」をご覧ください ☆ 

☆ プラネタリウムのお休み ９／２０(火)、２１(水)、２６(月)、２７(火) 

☆ 新型コロナウイルス感染症対策で、入場定員を減らして投影しています。 

 
 

 
★月の満ち欠

み  か

けについて 【知って
し   

楽しい
たの     

！天文
てんもん

の基礎
き そ

知識
ち し き

（6）】 

豊川市ジオスペース館 

星図はステラナビゲーター11 を用いて作成 

★ おうし座に赤い星がふたつ

（                 ） 

１７日午前１時 

外側の月は地上から見た時のイメージです 



 

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

  

 
 

 

 

 

 

                 
 
 

 

★  9 月下旬の主な天文現象  
 

 

 

 

 

★  国際宇宙ステーション ( ISS)豊川での主なデータ９ /15～ 3０  ※ 下記時刻は、予想値です 

  

◇  ９月１５日（木） [ 見やすさ 〇 ]   １９：５０ 西    ～  １９：５４ 北北西 

◇  ９月１６日（金） [ 見やすさ ◎ ]   １９：０１ 西南西  ～  １９：０８ 北東 

◇  ９月１８日（日） [ 見やすさ 〇 ]   １９：０２ 西北西  ～  １９：０７ 北北東 

◇  ９月１９日（月） [ 見やすさ ◎ ]   １８：１３ 西    ～  １８：１９ 北北東 

 

豆知識：国際宇宙ステーション（ISS）は、明るい星が動いているように見えます。 

飛行機のような赤緑ランプの点滅はありません。 

１７日（土） 月と火星
か せ い

が接近
せっきん

 

１８日（日）   下弦
か げ ん

 

２３日（金） 秋分
しゅうぶん

の日、水星
すいせい

が内合
ないごう

 

 

２６日（月） ● 新月
しんげつ

 

２７日（火） 木星
もくせい

が衝
しょう

 

 

 

２９日（水） ● 新月
しんげつ

 

 

  

 


